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序

　
学
部
機
関
誌
の
消
長
は
、
学
部
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
部
の
栄
枯
盛
衰
を
象
徴
す
る
。

　
法
学
部
機
関
誌
『
法
学
研
究
』
は
、
戦
前
、
特
別
号
を
編
集
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
戦
後
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
特

別
号
を
刊
行
し
て
き
た
．
退
職
者
記
念
論
文
集
、
物
故
者
追
悼
論
文
集
、
永
寿
者
祝
賀
論
文
集
、
学
科
開
設
記
念
論
文
集
、
研
究
主

題
に
関
す
る
問
題
特
別
号
等
々
で
あ
る
。

　
学
科
開
設
記
念
論
文
集
と
し
て
は
、
法
律
学
科
開
設
七
十
周
年
記
念
論
文
集
（
法
学
研
究
三
＋
三
巻
十
二
号
）
が
昭
和
三
十
五
年
、

政
治
学
科
開
設
七
十
周
年
記
念
論
文
集
（
四
十
一
巻
五
号
）
が
昭
和
四
十
三
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
年
、

法
律
学
科
開
設
九
十
周
年
記
念
論
文
集
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
は
、
七
十
周
年
記
念
論
文
集
に
つ
ぐ
第
二
回
目
の
試
み

で
あ
る
。

　
七
十
周
年
記
念
論
文
集
の
「
序
」
は
、
西
本
辰
之
助
名
誉
教
授
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
序
文
は
、
法
律
学
科
草
創
期
の
歴
史

を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年
法
律
学
の
教
授
を
始
め
た
慶
鷹
義
塾
に
は
慶
鷹
出
身
の
法
律
学
の
教
員
は
無
く
、
専

門
学
の
教
授
は
総
て
他
か
ら
招
聰
し
て
い
た
．
然
る
に
明
治
三
十
五
年
第
一
回
留
学
生
が
帰
朝
す
る
に
及
ん
で
慶
鷹
義
塾
の
専
門
学

の
教
授
は
面
目
を
一
新
、
法
律
学
科
の
基
礎
は
新
帰
朝
者
神
戸
寅
次
郎
、
青
木
徹
二
の
両
先
生
に
よ
つ
て
築
か
れ
た
、
と
さ
れ
て
い

る
。

三
　
（
一
六
四
九
）



　
西
本
先
生
の
序
文
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
一
日
付
け
と
な
つ
て
い
る
。
ほ
ぼ
二
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
．
そ
の
折
、
法
律
学

科
の
創
業
に
参
画
さ
れ
た
西
本
先
生
の
脳
裡
を
去
来
し
た
思
い
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
か
．
そ
し
て
、
あ
と

に
続
く
法
律
学
科
専
任
者
に
託
そ
う
と
さ
れ
た
思
い
は
．
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
同
記
念
論
文
集
の
編
集
後
記
は
、
当
時
、
編
集
委
員
長
で
あ
つ
た
小
池
隆
一
教
授
に
よ
つ
て
、
格
調
高
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
は
る
か
に
往
時
を
偲
び
、
そ
の
発
展
の
跡
を
辿
れ
ば
、
皇
に
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
る
．
い
ま
、
悠
久
に
展
開
す
る
歴
史
の

　
　
一
灘
に
た
ち
、
創
立
七
十
周
年
を
慶
祝
す
る
意
味
は
、
膏
に
過
去
の
成
長
を
壽
ぐ
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
飛
躍
へ
の
決
意
を
あ

　
　
ら
た
に
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い

と
。　

わ
れ
わ
れ
が
い
ま
刊
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
九
十
周
年
記
念
論
文
集
は
、
神
戸
、
青
木
、
西
本
、
小
池
の
諸
先
生
か
ら
継
承
し

た
、
法
律
学
科
そ
の
も
の
の
「
存
在
証
明
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
更
ら
に
、
百
年
、
百
五
十
年
、
二
百
年
に
向
け
て
の
、
法
律

学
科
自
体
の
「
道
標
」
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
．

　
百
周
年
、
百
五
十
周
年
、
二
百
周
年
の
記
念
論
文
集
に
執
筆
す
る
で
あ
ろ
う
研
究
者
は
、
何
を
思
い
何
を
考
え
何
を
研
究
し
て
い

る
人
た
ち
で
あ
ろ
う
か
．

　
学
部
機
関
誌
は
、
学
部
の
永
遠
の
「
顔
」
で
あ
る
。

　
　
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
部
長
十
時
嚴
周 四

　
（
一
六
五
〇
）


